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主 な 記 事 

１ 北部方面隊総合戦闘力演習 
２ 帯広市地域防災訓練（第４普通科連隊） 
３ レンジャー隊員６名誕生！！（第６普通科連隊） 
４ 帯広消防署との意見交換会（第５化学防護隊） 
５ 輝 Ｄｉａｍｏｎｄ 
６ ほっと通信 
７ 自衛官等募集中！ 
 

陣地へ向かう戦車 

（第５戦車大隊） 

防御任務完遂！！ 

 旅団は、道東正面より上陸する敵の侵攻を阻止するための防 
御陣地を矢臼別演習場に構築するとともに、４コ部隊（第５特 

科隊、第５偵察隊、第５高射特科中隊、第５音楽隊）の訓練検 
閲（第２次旅団訓練検閲）を実施し、受閲部隊の練度を評価し、
更なる進歩向上を促しました。 

 訓練検閲の実施にあたり旅団長は「各部隊の能力を最大限発 
揮せよ」「戦場を生き抜き任務を完遂せよ」「安全管理及び武 
器・弾薬の厳正な管理を徹底せよ」の３点を要望するとともに、
「各部隊が部隊長を核心とし、一致団結して任務を完遂するこ 
とを期待する。」と訓示しました。  

 第５旅団（旅団長 堀井将補）は、９月１７日（日）から２
５日（月）までの間、矢臼別演習場において北部方面隊総合戦
闘力演習（北演）に参加しました。                      

戦闘予行 

（第４普通科連隊） 

指揮所活動 

（第５化学防護隊） 状況下における洗濯作業 

（第５後方支援隊） 

機関銃用軽掩蓋の構築 

（第２７普通科連隊） 

指揮所内部の構築 

（第５飛行隊） 
地下に構築した旅団指揮所内 

（第５施設隊） 

整備所の構築 

（第５後方支援隊） 

 本演習は、陸・海・空自衛隊の相互連携と統合運用能力の向
上を目的として実施され、隊員約１７０００名、車両約３２０
０両、航空機５０機、船舶２隻が参加しました。 
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 第５特科隊（隊長 岩村１佐）は、今年度最大
の目標である隊検閲（戦術・実射）を受閲しまし
た。受閲に先立ち実施された出陣式において隊長
は「一人ひとりが最善を尽くせ。」と要望。最先
任上級曹長が勝鬨をあげ、全隊員の心を一つにし
ました。          

 第５高射特科中隊（中隊長 歳谷３佐）は矢臼
別演習場において中隊検閲を受閲しました。検閲
においては、総合戦闘力の最大限発揮に必要な防
御陣地の構築に着意して、抗堪性ある防御陣地の
構築を目指しました。 

 高射特科部隊の任務上、防御準備間の対空警戒 

 第５飛行隊（隊長 土谷２佐）は、演習第５飛行隊兼ねて旅団統裁飛行隊と 
して参加し、航空偵察、射撃の観測及び空中機動等の飛行任務を完遂しました。   

 第５音楽隊（隊長 山田２尉）は、１０月１７ 
日から２１日までの間、隊検閲を受閲しました。 
音楽隊は音楽演奏のほか「保営」という任務を有 
し、有事においては指揮所等の警戒にあたります。
このため、旅団指揮所位置である別寒辺地区に展 
開し、司令部付隊と協同して、指揮所に至る接近 
経路周辺に警戒と阻止のための陣地を構築すると 
ともに鉄条網に連接した火力を構成しました。監 
視・警戒にあたっては、隊長要望事項の「常に敵   

 第５偵察隊（隊長 横田２佐）は、既に敵の防
御準備が行われている地域の細部敵情を解明する
という難しい状況の中、空中機動による一部偵察
力の推進、各偵察小隊等の徒歩による潜入により
積極的に敵情解明のための情報を収集し、「旅団
長の耳目」としての役割を果たしました。  

  

第５飛行隊 

 検閲間は、大きな寒暖の差 
と台風の影響による暴風雨な 
ど過酷な環境に悩まされる中、
計画的に射撃陣地や指揮所等、
防御に必要な施設等を構築す 
るとともに、綿密な戦闘予行 
の実施により火力戦闘の準備 
を整え、２４日（日）夕をも 
って状況は終了、隊は与えら 
れた任務を完遂しました。 

第５偵察隊 

第５音楽隊 

 また、上級部隊からの情報
要求にも的確に対応し、隊長
要望事項である「見つけ、生
き残れ」に基づき、強固な団
結と旺盛な責任感を持って全
隊員が行動し、敵の防御要領
の解明をもって与えられた任
務を完遂し、統裁官より「概
ね優良」の評価を得ました。 

第５高射特科中隊 

第５特科隊 

 本部管理中隊 有井３尉 

        河瀬曹長 

 第１射撃中隊 三苫３曹 

 第２射撃中隊 後藤士長 

 第３射撃中隊 早弓３曹  

第５偵察隊 

 本部付隊通信班   鎌田士長 

 第２偵察小隊斥候班 倉澤士長 

第５高射特科中隊 

 中隊本部   堀内曹長 

 短ＳＡＭ小隊 都２曹 

を意識せよ。」のもと、全隊
員が一丸となり、練成成果を
遺憾なく発揮し不眠不休かつ
疲労困憊の中、指揮所への襲
撃を試みた敵遊撃部隊を射撃
により阻止するなど、隊とし
ての任務を完遂し検閲は終了
しました。 

  

及び対空戦闘もあり、近傍に
展開した方面対空火力である
ホーク中隊と連携し、敵航空
機の接近に際しては、旅団防
御部隊に対する警報の発令、
敵航空機の撃墜に努め旅団の
任務完遂に最大限寄与し、多
くの教訓・成果を得て検閲は
終了しました。 

第５音楽隊 佐々木（匠）３曹 

 特に、第５偵察隊の空路潜入のための空中機動においては、薄暮から暗夜に
かけて暗視眼鏡を駆使した超低空飛行により、企図を秘匿しつつ偵察隊員１１
名、オートバイ６両及び各種機材を空輪し、作戦部隊との連携能力及び空中機
動能力の向上を図りました。また、簡易掩蓋掩壕の指揮所を構築し、実際の統
裁飛行の場面における使用により指揮の容易性を検証する等、北演という貴重
な機会を最大限に活用し、多大な成果を得ることができました。 

第５特科隊 



２０１７．１０ ひ が し 北 海 道 だ よ り 第１６５号（３） 

   第４普通科連隊 帯広市地域防災訓練 
平成２９年度 

崩壊家屋からの救助 

 第４普通科連隊（連隊長 佐藤１佐）は、９月３日（日）帯広市が実施した帯広市地域防災訓練
に、隊区担任部隊である第１中隊を基幹として参加しました。今年度の帯広市地域防災訓練は昨年
の台風１０号への対処から獲得した教訓を反映させる等、一層の充実が図られました。 
 訓練は、帯広市による地域防災訓練緊急メールの配信及びサイレン吹鳴から開始され、近隣住民 

が避難場所へ避難をしました。自治体からの派遣要請を受けた自衛隊は、 
装輪装甲車をもって要援護者及び重傷者の一時避難場所から避難場所（帯 
広市立 第一中学校）への搬送を支援しました。住民の避難が完了したの 
ち、帯広市による訓練開始式が行われ、会場内において警察、消防等の関 
係機関が参加して「水害体験訓練」「応急手当訓練」「煙体験訓練」等が 
実施されました。自衛隊は住民避難支援、倒壊家屋からの人命救助訓練展 
示、人命救助システム・装輪装甲車の装備品展示及び炊き出し支援を実施 
しました。倒壊家屋からの負傷者を救助する要領を展示した際は、隊員相 
互の連携要領及び迅速かつ的確な救助活動に参加者から拍手がわきおこり 
ました。 
 連隊は、本訓練への参加を通じて防災意識の普及と地域の防災態勢の強
化に寄与するとともに、自治体をはじめとする関係機関との一層の連携強
化を図ることができました。 

第６普通科連隊 第５化学防護隊 
 第６普通科連隊（連隊長 川村１佐）は、８月７日（月）
から平成２９年度旅団レンジャー養成集合教育を担任し、 
１０月１３日（金）美幌駐屯地において帰還式を行いまし 
た。 
 レンジャー専修員である６名は、１０月１０日（火）よ 
り実施されていた約４日間に及ぶ教育期間中最も過酷な最 
終想定における任務を完遂し、１３日（金）午前８時頃、 
出迎えた多くの隊員、家族らの前で最後の気力を振り絞り、
精悍かつ堂々と駐屯地に帰還しました。 
 帰還報告の後に実施された徽章授与式においては、旅団
長（堀井将補）から専修員一人ひとりに光り輝くレンジャ
ー徽章が手渡され、全員が喜びと達成感に満ちた表情を見
せました。   
 その後、駐屯地隊員食堂で実施された祝賀会食において
は、久しぶりに再会した家族、同僚らと歓談する中、広報 

重傷者を担架で搬送 

 第５化学防護隊（隊長 中村３佐）は
１０月１２日（木）、帯広駐屯地におい
てとかち広域消防局帯広消防署との意見
交換会を実施しました。 
 本意見交換会は、平素の段階における
関係部外機関との特殊武器災害・テロ等
における連携の強化及び協同対処能力の
向上を目的として実施し、隊舎内におい
て自衛隊、消防相互の能力等について概
要を説明した後、隊舎周辺で装備品の展
示説明を行い、お互いに理解を深め、今
後の連携強化施策等について意見を交換
しました。 
 本意見交換会を通じて、消防関係機関
との良好な関係を構築するとともに、一
層の連携強化を図ることができ、地域に
おける特殊武器災害・テロ等の対処態勢
の向上に寄与しました。 

班が作成した教育期間中のスライ
ドが放映され厳しかった約２カ月
間の教育を振り返り、隊員の労を
ねぎらうとともに無事の帰還を参
加者全員で祝福しました。 

 新レンジャーの中には、任務を
達成した喜びと、充実感、安堵感
に感極まり、男泣きする姿も見ら
れました。「頑張れ新レンジャー
！これが終わりではない。ここか
らが始まりである。」   
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第５旅団ホームページ 

第 ５ 旅 団   検 索  

各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など 

情報盛りだくさん！ ぜひ！クリックを！！ 

   第５飛行隊 前多２曹夫人   

          前多 紗野花 

 今年９月、我が家に第２子となる次女 
が誕生しました。出産のため私が入院中 
は、自宅の長女の事が気掛かりでしたが、
主人が休暇を取り長女の世話や家事をし 
てくれました。初めて長女と２人きりの 

新しい家族と共に 

Diamond 

「常在戦場」 
   第２７普通科連隊本部管理中隊 
           ２曹 野村 峰也 

 平成２９年度旅団格闘集合教育の実施にあたり、
私は担任官の命を受け主任教官を務めさせていた 
だくことになりました。陸上自衛隊の任務が多様 
化する中、集合教育においては任務・状況に即応 
しうる格闘技術の習得を教育方針に掲げ、日々訓 
練を実施しております。今私が格闘指導官という 
立場にあるのも、これまで私を教え導いて下さっ 
た教官の存在があったからです。その教官の思い 
や熱意を受け継ぎ、今後も「常在戦場」、実践的 
な格闘技術の普及に努めたいと思います。 

生活は大変だった
と思いますが、私
にとっては大変嬉
しく、とても感謝
しています。現在
３歳の長女は妹の
世話に積極的でと
ても可愛がってく
れています。家族
４人の生活も始ま
ったばかりで不安
もありますが、協
力し合ってたくさ
んの思い出を作っ
ていきたいです。 


